
国立循環器病研究センターニュースクリッピング（2026.1.1～2026.1.31）

大分類 小分類 見出し

センター あけみちゃん基金 2026/1/6 産経新聞　東京　大阪 心臓移植　待機長期化

啓発関連 かるしおプロジェクト 2026/1/23 日刊食品通信 日本アクセス春季ＦＣ、大阪で開幕（新規のブースで「かるしおプロジェクト」が登場）

2026/1/29 日刊速報冷食タイムス アクセス展、「チン！する」のポテサラ人気

2026/1/29 日刊速報冷食タイムス マーケティング部は、朝食、減塩などを提案

2026/1/29 日刊食品通信 日本アクセス春季FC、東日本で開幕　ソリューションプロバイダー進化加速

2026/1/29 冷食日報 日本アクセス「春季 Food convention 2026」東日本会場が開幕

その他 職員 2026/1/1 診断と治療　1月 リポ蛋白（a）の測定と臨床的意義　　渡部ともみ、片岡有（心臓血管内科冠疾患科）

2026/1/3 日本医事新報 将来を担う若手医師に願うこと　　泉知里（心不全・移植部門　部門長）

2026/1/7 夕刊デイリー　延岡 「多臓器老化」の解明進む　老化遅延の治療の可能性も　　清水逸平（心血管老化制御部）

2026/1/7 宇部日報　宇部 「多臓器老化」の解明進む　老化遅延の治療の可能性も　　清水逸平（心血管老化制御部）

2026/1/8 女性セブン　1/22 名医が選んだ本当に頼れる病院　　片岡大治（脳神経外科　部長）

2026/1/9 四国新聞　高松 加齢関連疾患に改善効果　解明進む「多臓器老化」　　清水逸平（心血管老化制御部）

2026/1/15 信濃毎日新聞　長野 「多臓器老化」の解明進む　「進行を遅らせる治療」の可能性　　清水逸平（心血管老化制御部　部長）

2026/1/16 名寄新聞　名寄 「多臓器老化」の解明進む　老化遅延の治療の可能性も　　清水逸平（心血管老化制御部　部長）

2026/1/22 北國新聞　金沢　夕刊 「多臓器老化」の解明進む　進行遅らせる治療に期待　　清水逸平（心血管老化制御部　部長）

2026/1/23 科学新聞
第8回日本医療研究開発大賞　「社会共創」の観点を重視した脳卒中・急性期疾患の国際共同臨床試験への参画促進に対する貢献
福田真弓（データサイエンス部臨床研究品質管理室　室長）

2026/1/28 八重山毎日新聞　石垣 多臓器老化　「多臓器老化」の解明進む　老化遅延の治療の可能性も　　清水逸平（心血管老化制御部　部長）

2026/1/30 日高新報　御坊 最新の不整脈治療　2月7日　県立医科大県民講座　　石橋耕平（不整脈科）

他医療機関 2026/1/1 保健産業事報 小型ECMO　システム開発　ニプロ、国循

2026/1/15 日刊工業新聞　東京　大阪
国循、企業と開発連携　日本発高度医療機器に重点　　宮本恵宏（オープンイノベーションセンター・センター長）　妙中義之（理事長特任
補佐）

2026/1/22 健康産業流通新聞 タキシフォリン、健食事業への利用

2026/1/26 週刊保健衛生ニュース 脳卒中・心臓病等の対策に係る総合推進事業費

2026/1/28 中部経済新聞　名古屋 明治安田生命と協業　スズケン、循環器疾患予防を啓発

2026/1/28 日刊薬業 循環器疾患予防で協業　スズケンと明治安田生命

学会 2026/1/1 病院新聞　別冊
2026年医学会開催スケジュール　4月：日本心エコー図学会第37回学術集会　泉知里（心不全・移植部門　部門長）　　　5月：第54回日
本血管外科学会学術総会　松田均（血管外科　部長）

2026/1/3 日本医事新報 夢見る頃を過ぎても：第50回日本脳卒中学会学術集会　始末記　　豊田一則（副院長）

その他 その他 2026/1/1 病院新聞 公的病院の持続的な発展に貢献へ　110病院が取り組み加盟希望の病院や団体も
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2026/1/6 山陰中央新報　松江 明窓　殿様枕症候群

2026/1/15 女性セブン　1/29 名医が選んだ「心臓血管外科」で頼れる病院　名医が選んだ「循環器内科」で頼れる病院

2026/1/20 函館新聞　函館 冬は「隠れ脱水」に注意

2026/1/27 日刊工業新聞　東京　大阪 医療クラスター　立地・中身が変容

2026/1/30
読売新聞　札幌　東京　名古屋　高岡　大阪　福
岡

脳死臓器提供者増　道半ば　特定病院に負荷　移植　休日が6割　人員・病床不足

2026/1/30 読売新聞　福岡 半導体人材供給へ熊大変革　熊本大学学長　小川久雄氏に聞く　新学部・学科で産学連携強化


